
Outcome

（厚労省提出指標）

指標 

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子
Ａ）ポンプの設定ミスによるもの   

Ｂ）不具合によるもの 
シリンジポンプ含む 

分母 入院患者延数（24 時在院患者＋退院患者数の合計）

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法

病棟における 
A）ボンプの設定ミス、B不具合による輸液事故事象 10

・医療機器安全管理者・ＭＥの病棟での役割のアウトカムとして。 

Ａ）最小値 0.00   25％値 0.00   中央値 0.06   75％値 0.15   最大値 0.37 

Ｂ）最小値 0.00   25％値 0.00   中央値 0.00   75％値 0.01   最大値 0.02 

回答病院 Ａ）67  Ｂ）66 

 病棟におけるポンプの設定ミスや不具合による輸液事故はまれですが、重大な事態に繋がり易いです。 

 Ａ）の中央値は0.06‰で昨年の0.05‰よりは増加しています。67病院中欠損値のない病院が42病院、欠損値
のある病院が25病院でした。44病院から計217件の事故が報告されていました。7病院では、12ヶ月中10ヶ月以

上で事故ありと算定していました。 

 Ｂ）の中央値は0‰です。66病院中欠損値のない病院が43病院、欠損値のある病院が23病院でした。6病院か
ら計12件の事故が報告されていました。昨年は16病院からのべ28件の不具合の報告がされています。 

 ポンプに関する事故は、例年通り極めてまれです。まれであるために正しく事故を算出できていない病院も

多いのではないかとも懸念されます。 

Ａ）およびＢ）とも欠損値無く提出できている病院は半数に満たない状況です。事故を収集する仕組みが確

立している数少ない病院と、体制が不十分あるいは未整備の病院とが固定化しつつある印象を持ちます。よく

取り組めている病院の経験を全体で共有することは意義があると思われます。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 
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